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要旨 

近年、自国を離れ外国で就職する人が増えている。日本では、文部科学省によって策定さ

れた「留学生30万人計画」も実施され、外国人の流入が増えたことで、会社内の雰囲気も少

しずつ変化している。現在、日本の留学生のうち韓国人が占める割合は、5.7％と非常に高

い。また梅田(1977)は、日本語と韓国語は文法や敬語システムが似ていると述べているが、

李民（2008）は母語を第二言語でそのまま適用する傾向が見られると述べている。このように、母

語をそのまま直訳し、誤った表現を使ってしまう現象は韓国人日本語学習者によく見られる。これ

は特に会話の中で、呼称を使用する際にもよく見られる。例えば、韓国では相手に敬意を表すため

に目上の人には実際そうでなくても「社長(사장님[sajangnim])」「先生(선생님[seonsaengni

m])」と呼び、目下の人には「若者(젊은이[jeolmeuni])」「青年(청년[cheongnyeon])」と呼びか

けをする。呼称には社会的なイメージを与える側面もあるため、どのような呼称を使うかによって

は相手に不快感を与えてしまう恐れがある。したがって、呼称を適切に使うことは誤解を減らすこ

とになり、コミュニケーションを円滑に運ぶことができる。 

さらに、職場は言語使用者たちが毎日会って話す場所であり、仕事を遂行する中で常にコミュニ

ケーションを取らなければならない。よって、職場は実生活の中で呼称の使用に気をつけるべき環

境だと考えられるため、本研究では職場に限定し調査を行う。 

また、近年、女性の社会進出が多くなっていることと関係して、韓国の国立国語研究院(201

7) からは、社会のあり方の変化による女性の呼称が必要であるという提言が出された。また、

池田(2005:167)によると「女性の社会進出に伴い、職場における女性の人数や割合が増え、

従来多かった上司・部下の関係とは異なる組み合わせも現れるようになった。新しい人間関

係の中で、どのような言葉遣いで接するか、苦心しているようである」という。そのため、本

研究では日韓両言語の職場における呼称にはどのような特徴があるのか。ジェンダーにより呼称の

使用にはどのような違いがあるのか。について明らかにする。 

アンケート調査とドラマ調査を通じて現在の呼称使用実態と日本語と韓国語の呼称使用の

特徴がわかった。さらに、呼称使用のジェンダーによる違いと改善点を明らかにした。呼称

と敬語の特徴が並行していることもわかった。以上から、ビジネス日本語の教科書には、実

際の状況に近い場面を想定した敬語の教育と外国人日本語学習者の母語を考慮したテキスト

が必要であると提案したい。また、よりジェンダーを考慮した研究が必要であり、それがす

ぐに教科書に反映されなければならない。 

 呼称は人間関係に密接な関係があり、その距離をコントロールする機能を持っている。時

代の変化によってジェンダー意識が変化し、同時に変化する言語の姿も今後、研究課題とし

て取り扱う必要があると考える。そしてそのような結果が実際の教科書に反映されることを

強く望みたい。 
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